
(57)【要約】
【課題】　　　　　赤血球が混在する尿試料中の総ヘモグロビンを、特異的かつ特別の前
処理を必要とせずに、簡便に精度よく定量できる免疫分析試薬を提供する。
【解決手段】　　　本発明の定量分析試薬は、金コロイド粒子凝集法による尿中総ヘモグ
ロビンの定量的免疫分析において、尿中に混在する赤血球を溶血させる界面活性剤と、粒
子凝集反応を促進させる高分子重合体を試薬中に予め含有させることを特徴とするもので
ある。本試薬は汎用自動分析装置に適用できるので、集団検診など大量の検体を処理する
場合に、処理能力が向上し、省力化や効率化が期待できる。
【選択図】　　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 コ ロ イ ド 粒 子 凝 集 法 を 用 い る 定 量 的 免 疫 分 析 に お い て 、 試 薬 中 に ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 系
非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 並 び に 高 分 子 重 合 体 を 含 有 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 尿 中 総 ヘ モ グ ロ
ビ ン 定 量 試 薬 。
【 請 求 項 ２ 】
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 系 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ
ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 ５ ～ ２ ０ ） ま た は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加
モ ル 数 ５ ～ ２ ０ ） で あ り 、 か つ 、 そ の 濃 度 が ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ で あ る 請 求 項 １ 記 載
の 尿 中 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 定 量 試 薬 。
【 請 求 項 ３ 】
高 分 子 重 合 体 が 平 均 分 子 量 ４ ， ０ ０ ０ ～ ２ ５ ， ０ ０ ０ の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル で あ り 、
か つ 、 そ の 濃 度 が １ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 尿 中 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 定 量 試 薬 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 コ ロ イ ド 粒 子 凝 集 法 を 用 い る 尿 中 総 ヘ モ グ ロ ビ ン の 定 量 試 薬 に 関 す る 。 さ
ら に 詳 し く は 、 尿 中 の 赤 血 球 を 迅 速 に か つ 完 全 に 溶 解 さ せ 、 尿 中 の 微 量 な 総 ヘ モ グ ロ ビ ン
を 精 度 良 く 定 量 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腎 尿 路 系 の 疾 患 に よ る 血 尿 で は 、 尿 中 に 赤 血 球 と ヘ モ グ ロ ビ ン が 混 在 し て い る 場 合 が 多
い 。 従 来 よ り 、 肉 眼 的 に は 判 断 で き な い 微 量 な 血 尿 の 検 査 法 と し て は 、 試 験 紙 に よ る 潜 血
反 応 （ 試 験 紙 法 ） と 顕 微 鏡 に よ る 沈 渣 有 形 成 分 検 査 が 一 般 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 試 験
紙 法 は 、 簡 便 に 尿 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン を 定 性 判 定 で き る が 、 混 在 す る 赤 血 球 は 斑 点 状 の 呈 色
と な り 、 機 器 判 定 で は 低 め に 判 定 さ れ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 試 験 紙 法 は ヘ モ グ
ロ ビ ン の ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 様 活 性 に よ る 酸 化 還 元 反 応 を 反 応 原 理 と す る た め 、 ア ス コ ル ビ
ン 酸 な ど の 尿 中 に 存 在 す る 還 元 物 質 や 、 ミ オ グ ロ ビ ン な ど の ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 様 活 性 を 有
す る 他 の 物 質 の 影 響 を 受 け や す く 、 特 異 性 が 低 い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 特 異 性 を 高 め る た め に 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 し た 尿 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 方 法 が 試
み ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 す な わ ち 、 抗 ヘ モ グ ロ ビ ン 抗 体 を 感 作 さ せ た ポ リ ス チ レ
ン ラ テ ッ ク ス を 用 い た 粒 子 凝 集 法 で 尿 試 料 を 分 析 し た 結 果 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 や ミ オ グ ロ ビ
ン の 影 響 を 受 け る こ と な く 尿 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン を 特 異 的 に 定 性 判 定 で き る こ と が 記 載 さ れ
て い る 。 し か し な が ら 、 尿 中 に 赤 血 球 が 混 在 す る 尿 検 体 の 場 合 は こ れ を 検 出 で き ず 、 陰 性
結 果 と な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 赤 血 球 が 混 在 す る 尿 を － ８ ０ ℃ で 凍 結 し 、 再 融 解 し た 尿 試 料 に つ い て 、 抗 ヘ モ グ ロ
ビ ン 抗 体 を 感 作 さ せ た ポ リ ス チ レ ン ラ テ ッ ク ス 法 で 分 析 す る と 、 尿 中 の 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 量
を 正 確 に 定 量 で き る こ と が 開 示 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。 し か し な が ら 、 凍 結 に 際 し
て 、 尿 試 料 に ヘ モ グ ロ ビ ン 安 定 化 試 薬 を 加 え る 必 要 が あ る こ と 、 さ ら に － ８ ０ ℃ と い う 超
低 温 で の 凍 結 処 理 と 再 融 解 操 作 に 多 大 な 時 間 と 労 力 、 設 備 を 必 要 と す る と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ に は 、 生 体 試 料 中 に 存 在 す る 赤 血 球 を 溶 血 さ せ る た め に 、 フ ロ ー
サ イ ト メ ト リ ー 用 試 薬 等 に 界 面 活 性 剤 が 使 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 粒 子 凝 集 法 を 用
い る 定 量 的 免 疫 分 析 に お い て 反 応 系 に 界 面 活 性 剤 が 存 在 す る と 、 界 面 活 性 剤 の 種 類 に よ っ
て は 、 分 析 対 象 と な る 抗 原 や 試 薬 中 の 抗 体 が 変 性 し て 全 く 反 応 が 起 こ ら な い と い う 現 象 を
引 き 起 こ す 。 さ ら に 、 タ ン パ ク 質 変 性 作 用 が 穏 や か な 界 面 活 性 剤 で あ っ て も 、 粒 子 凝 集 を
抑 制 す る た め 、 反 応 性 が 著 し く 低 下 し 、 試 料 中 に 微 量 に 存 在 す る 抗 原 を 精 度 良 く 測 定 で き
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な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ６ － １ ０ ９ ７ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － ３ ２ ９ ５ ９ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 臨 床 検 査 　 ｖ ｏ ｌ ． ３ ９ 　 ９ ６ ９ － ９ ７ ３ 頁 　 １ ９ ９ ２ 年
【 非 特 許 文 献 ２ 】 臨 床 病 理 　 ｖ ｏ ｌ ． ５ １ 　 ４ ０ ３ － ４ ０ ８ 頁 　 ２ ０ ０ ３ 年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 赤 血 球 が 混 在 す る 尿 試 料 中 の 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 定 量 に お け る 、 上 記 の 問 題 点 を
解 決 し 、 前 処 理 を 必 要 と せ ず に 尿 中 の 微 量 な 総 ヘ モ グ ロ ビ ン を 簡 便 か つ 精 度 良 く 定 量 す る
試 薬 の 提 供 を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 金 コ ロ イ ド 粒 子 凝 集 法 に よ る 尿 中 総 ヘ モ グ ロ ビ ン の 定 量 的 免 疫 分 析 に お い て
、 尿 中 に 混 在 す る 赤 血 球 を 溶 血 さ せ る 界 面 活 性 剤 と 、 粒 子 凝 集 反 応 を 促 進 さ せ て 反 応 性 を
高 め る 高 分 子 重 合 体 を 試 薬 中 に 予 め 含 有 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 臨 床 検 査 に 用 い ら れ て い る 汎 用 自 動 分 析 装 置 で 広 く 採 用 さ れ て い る ２ 種 類 の
試 薬 を 用 い る 反 応 系 に お い て 、 本 発 明 の 定 量 分 析 試 薬 は 、 第 １ 試 薬 に 界 面 活 性 剤 を 含 有 さ
せ 、 第 １ 試 薬 又 は 第 ２ 試 薬 の ど ち ら か 一 方 、 あ る い は 第 １ 試 薬 と 第 ２ 試 薬 の 両 方 に 所 定 の
濃 度 で 高 分 子 重 合 体 を 含 有 さ せ る こ と で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 定 量 分 析 試 薬 に よ れ ば 、 赤 血 球 が 混 在 す る 尿 試 料 の 微 量 な 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 量 で も
、 特 別 な 前 処 理 を 必 要 と せ ず に 、 特 異 的 に 簡 便 か つ 精 度 よ く 定 量 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 用 い る 試 薬 は 、 赤 血 球 を 溶 血 さ せ る 作 用 を 有 す る 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 第 １ 試 薬
、 並 び に ヘ モ グ ロ ビ ン に 対 す る 抗 体 を 結 合 さ せ た 金 コ ロ イ ド 粒 子 担 体 を 含 有 す る 第 ２ 試 薬
か ら 構 成 さ れ る 。 他 方 の 必 須 成 分 で あ る 粒 子 凝 集 反 応 を 促 進 す る 高 分 子 重 合 体 は 、 第 １ 試
薬 又 は 第 ２ 試 薬 の ど ち ら か 一 方 、 あ る い は 第 １ 試 薬 と 第 ２ 試 薬 の 両 方 に 所 定 の 濃 度 で 含 有
さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 用 い る 界 面 活 性 剤 と し て は 、 赤 血 球 を 溶 血 さ せ る 作 用 を 有 す る ポ リ オ キ シ エ チ レ
ン 系 の 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク
チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 ５ ～ ２ ０ ） ま た は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル
エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 ５ ～ ２ ０ ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 特 に ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ
ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 １ ０ ） ま た は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付
加 モ ル 数 １ ０ ） の 使 用 が 好 適 で あ る 。 ま た 、 以 上 を 組 み 合 わ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ
ら の 界 面 活 性 剤 の 含 有 量 は 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 用 い る 高 分 子 重 合 体 と し て は 、 反 応 を 促 進 す る 作 用 を 有 す る 平 均 分 子 量 ４
， ０ ０ ０ ～ ２ ５ ， ０ ０ ０ の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル が 使 用 で き る 。 高 分 子 重 合 体 の 含 有 量
は 、 １ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ る 。
さ ら に 、 リ ン 酸 緩 衝 液 、 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 緩 衝 液 や グ ッ ド 緩 衝 液 等 を 使 用 す る と 、 一 定 の
ｐ Hを 維 持 す る た め に 、 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定
さ れ る も の で は な い 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-91111 A 2005.4.7



【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 試 薬 の 作 製 ） ０ ． ２ 重 量 ％ ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル
数 １ ０ ） 、 ６ 重 量 ％ ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ６ ０ ０ ０ （ 平 均 分 子 量 ６ ， ０ ０ ０ ） 、 ０ ． １
重 量 ％ ア ジ 化 ナ ト リ ウ ム を 含 む ０ ． ０ ５ Ｍ リ ン 酸 緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ６ ． ８ ） を 第 １ 試 薬 と し た
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ レ ン ス ら に よ る （ Nature Phys.Sci.,Vol.241,p20-22 (1973)） に 記 載 さ れ た 方 法 に よ
り 、 塩 化 金 酸 を ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム で 還 元 し 、 金 コ ロ イ ド 液 を 調 製 し た 。 特 開 平 ２ － １ ４
１ ６ ６ ５ 号 公 報 に 記 載 の 抗 ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン ・ マ ウ ス モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 を 金 コ ロ イ ド 液
１ ｍ ｌ あ た り ６ μ ｇ 添 加 し た 後 、 ０ ． ５ ｍ Ｌ の １ ％ ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン 溶 液 を 加 え た 。 次
い で 、 １ ０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 １ ０ 分 間 遠 心 分 離 す る こ と に よ り 暗 赤 色 沈 殿 で あ る 抗 体 結 合
金 コ ロ イ ド を 回 収 し 、 １ ％ ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン を 含 む ０ ． ０ ５ Ｍ リ ン 酸 緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ６ ．
５ ） に 、 波 長 ５ ４ ０ ｎ ｍ に お け る 吸 光 度 が ２ ． ４ に な る よ う に 縣 濁 し 、 第 ２ 試 薬 と し た 。
　
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 測 定 ） ヘ パ リ ン 採 血 し た ヒ ト 血 液 を 生 理 食 塩 水 で １ ０ ０ 倍 に 希 釈 し て ヒ ト 赤 血 球 浮 遊
液 を 調 製 し た 。 生 理 食 塩 水 で さ ら に １ ， ０ ０ ０ 、 ２ ， ０ ０ ０ 、 ４ ， ０ ０ ０ 倍 希 釈 し た も の
を 非 溶 血 試 料 と し て 測 定 し た 。 測 定 に は 、 汎 用 自 動 分 析 装 置 （ （ 株 ） 日 立 製 作 所 製 ７ ０ ７
０ 形 自 動 分 析 装 置 ） を 用 い た 。 反 応 系 は 、 試 料 ： ５ μ ｌ 、 第 １ 試 薬 ： １ ３ ０ μ ｌ 、 第 ２ 試
薬 ： １ ４ ０ μ ｌ と し 、 反 応 開 始 直 後 と ５ 分 後 の 吸 光 度 差 を 主 波 長 ５ ４ ６ ｎ ｍ 、 副 波 長 ７ ０
０ ｎ ｍ で 測 定 し た 。 ま た 、 実 験 に 先 立 ち 、 標 準 ヘ モ グ ロ ビ ン と し て 合 同 酒 精 （ 株 ） 製 キ ャ
リ ブ レ ー タ ー ２ ０ １ ０ を 用 い て 、 同 一 の 条 件 で 吸 光 度 差 を 測 定 し 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 と 吸
光 度 差 の 関 係 を 示 す 検 量 線 を 作 成 し た 。 こ の 検 量 線 か ら 、 試 料 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 算
出 し た 。
比 較 例 １ と し て 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 １ ０ ） を 添
加 し て い な い 第 １ 試 薬 を 使 用 し た 。 ま た 、 本 発 明 の 定 量 性 を 確 認 す る た め に 、 ヒ ト 赤 血 球
浮 遊 液 を 蒸 留 水 で 同 様 の 倍 率 に 希 釈 し 、 完 全 に 溶 血 さ せ た 試 料 の 測 定 も 行 っ た 。 そ の 結 果
を 図 １ に 示 し た 。
本 発 明 の 試 薬 を 用 い る と 、 赤 血 球 が 混 在 す る 試 料 の 総 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 正 確 に 分 析 す る
こ と が で き た 。 一 方 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 １ ０ ）
を 添 加 し な い 試 薬 を 用 い た 場 合 は 、 著 し く 低 い ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 値 と な り 、 定 量 で き な か
っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 １ ０ ） の か わ り に 、 試 験 紙 に
溶 血 剤 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 界 面 活 性 剤 の ０ ． ２ 重 量 ％ ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 添
加 し た 第 １ 試 薬 を 使 用 し た 場 合 は 、 全 く 反 応 が 見 ら れ な く な り 、 測 定 す る こ と が で き な か
っ た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 試 薬 の 作 製 ） ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル
数 １ ０ ） 、 ３ 重 量 ％ ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ２ ０ ０ ０ ０ （ 平 均 分 子 量 ２ ０ ， ０ ０ ０ ） 、 ０
． １ 重 量 ％ ア ジ 化 ナ ト リ ウ ム を 含 む ０ ． ０ ２ Ｍ ピ ペ ラ ジ ン -N,N'-ビ ス 2-エ タ ン ス ル ホ ン 酸
緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ６ ． ８ ） を 第 １ 試 薬 と し た 。 第 ２ 試 薬 は 実 施 例 １ と 同 じ も の を 使 用 し た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 測 定 ） 赤 血 球 が 混 在 し た 尿 を 試 料 と し て 、 １ ０ 回 測 定 を 繰 り 返 し た 。 実 施 例 ２ と 同 様
に 、 測 定 に は 、 汎 用 自 動 分 析 装 置 （ （ 株 ） 日 立 製 作 所 製 ７ ０ ７ ０ 形 自 動 分 析 装 置 ） を 用 い
た 。 反 応 系 は 、 試 料 ： ５ μ ｌ 、 第 １ 試 薬 ： １ ３ ０ μ ｌ 、 第 ２ 試 薬 ： １ ４ ０ μ ｌ と し 、 反 応
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開 始 直 後 と ５ 分 後 の 吸 光 度 差 を 主 波 長 ５ ４ ６ ｎ ｍ 、 副 波 長 ７ ０ ０ ｎ ｍ で 測 定 し た 。 標 準 ヘ
モ グ ロ ビ ン に よ り 作 製 し た 検 量 線 か ら 、 試 料 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ ｎ ｇ ／ ｍ Ｌ ） を 算 出
し た 。
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル （ 付 加 モ ル 数 １ ０ ） を 添 加 し て い な い 第 １ 試
薬 を 使 用 し た 測 定 結 果 を 比 較 例 ２ 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ２ ０ ０ ０ ０ を 添 加 し て い な い
第 １ 試 薬 を 使 用 し た 測 定 結 果 を 比 較 例 ３ と し て 、 表 １ に 結 果 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 試 薬 を 用 い る と 、 実 際 に 赤 血 球 が 混 在 す る 尿 検 体 を 分 析 し た 場 合 に も 、 総 ヘ モ グ
ロ ビ ン 濃 度 を 再 現 性 良 く 分 析 す る こ と が で き た 。 一 方 、 界 面 活 性 剤 を 添 加 し な い 試 薬 を 用
い た 比 較 例 ２ で は 、 著 し く 低 い ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 値 と な り 定 量 性 が な か っ た 。 ま た 、 高 分
子 重 合 体 を 添 加 し な い 比 較 例 ３ で は 、 反 応 に 伴 う 吸 光 度 差 が 著 し く 低 下 し 、 ヘ モ グ ロ ビ ン
測 定 値 の ば ら つ き を 示 す 変 動 率 が 大 き く な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 試 薬 は 、 汎 用 自 動 分 析 装 置 に 適 用 で き る の で 、 集 団 検 診 な ど 、 大 量 の 検 体 を 処 理 す る
場 合 に 、 処 理 能 力 が 向 上 し 、 省 力 化 や 効 率 化 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 効 果 （ 実 施 例 ２ ， 比 較 例 １ ）
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